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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の操作部材の操作によって撮影条件を設定する撮影条件設定部と、
　前記撮影条件設定部によって設定された撮影条件を表示する表示部と、
　第２の操作部材の操作に応じて前記表示部にて前記撮影条件の表示を行うかどうかを制
御する第１の表示制御部と、
　撮影者がファインダーに接近したことを検知する接近検知部と、
　前記接近検出部からの出力に応じて前記表示部にて前記撮影条件の表示を行うかどうか
を制御する第２の表示制御部と、
　前記撮影条件設定部を制御する制御部と、を有し、
　前記第１の表示制御部によって、前記撮影条件の表示を行わないように前記表示部が制
御されるときに、前記制御部は、前記撮影条件の表示を行わないように前記表示部が制御
された状態で、前記第１の操作部材が操作されても前記撮影条件の設定動作を行わないよ
うに、前記撮影条件設定部を制御し、
　前記第２の表示制御部によって、前記撮影条件の表示を行わないように前記表示部が制
御されるときに、前記制御部は、前記撮影条件の表示を行わないように前記表示部が制御
された状態で、前記第１の操作部材が操作に基づいて前記撮影条件の設定動作を行うよう
に、前記撮影条件設定部を制御することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記第２の表示制御部は、前記接近検知部によって前記撮影者が前記ファインダーに接
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近したことを検出したときに、前記撮影条件の表示を行わないように前記表示部を制御し
、
　前記制御部は、前記撮影条件の表示を行わないように前記表示部が制御された状態で、
前記第１の操作部材が操作に基づいて前記撮影条件の設定動作を行うように、前記撮影条
件設定部を制御することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　第１の操作部材の操作によって撮影条件を設定する撮影条件設定部と、
　前記撮影条件設定部によって設定された撮影条件を表示する表示部と、
　第２の操作部材の操作に応じて前記表示部を点灯または消灯制御する第１の表示制御部
と、
　撮影者がファインダーに接近したことを検知する接近検知部と、
　前記接近検出部からの出力に応じて前記表示部を点灯または消灯制御する第２の表示制
御部と、
　前記撮影条件設定部を制御する制御部と、を有し、
　前記第１の表示制御部によって、前記表示部が消灯制御されるときに、前記制御部は、
前記表示部が消灯制御が制御された状態で、前記第１の操作部材が操作されても前記撮影
条件の設定動作を行わないように、前記撮影条件設定部を制御し、
　前記第２の表示制御部によって、前記表示部が消灯制御されるときに、前記制御部は、
前記表示部が消灯制御が制御された状態で、前記第１の操作部材が操作に基づいて前記撮
影条件の設定動作を行うように、前記撮影条件設定部を制御することを特徴とする撮像装
置。
【請求項４】
　前記第２の表示制御部は、前記接近検知部によって前記撮影者が前記ファインダーに接
近したことを検出したときに、前記表示部を消灯制御し、
　前記制御部は、前記表示部が消灯制御が制御された状態で、前記第１の操作部材が操作
に基づいて前記撮影条件の設定動作を行うように、前記撮影条件設定部を制御することを
特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記表示部はバックライトを有する表示デバイスであって、前記第１および第２の表示
制御部は前記バックライトを点灯または消灯制御することを特徴とする請求項３または４
のいずれかに記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置に関し、詳しくは撮影情報を表示するための表示部を有する撮像装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラの普及に伴い、バックライトを備えた撮像データや撮影情報を表示する
ための液晶表示部がカメラ背面に設けられるのが一般的になってきている。ただし一眼レ
フカメラにおいては、ミラー機構などの関係で撮像データ表示用の液晶表示部に加えて従
来からある光学ファインダー機構も必要となる。
【０００３】
　液晶表示部と光学ファインダー双方を備えたカメラにおいては、撮影者が液晶表示部を
必要としない場合も想定されるため、液晶表示部の表示を点灯、消灯させるための操作部
材を設けることで、省電力化を可能にしたり、また光学ファインダーを覗く際に液晶表示
部のバックライトが邪魔になるのを防ぐことを可能にしているものも数多く存在する。
【０００４】
　また、光学ファインダーを使用していることを検出するための接眼検知機構を設け、接
眼検知時には液晶表示部のバックライトを消灯するデジタルカメラが提案されている。（
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特許文献１参照）
　一方、従来は撮像データを表示するための液晶表示部とは別に、カメラのシャッター秒
時や絞り値などの撮影情報を表示するための液晶表示部を備えているカメラが一般的であ
ったが、最近では、カメラ本体の小型化やコスト削減などのために、撮像データを表示す
るための液晶表示部に撮影情報も表示させてしまうことで、液晶表示部を一つにまとめて
いる。
【特許文献１】特開２０００－１６５７０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、撮像データを表示するための液晶表示部に撮影情報も表示させてしまう
と、省電力などの目的で液晶表示部を消灯した場合は、シャッター秒時や絞り値などの設
定値を含む撮影情報はどこにも表示されなくなってしまう。したがって、撮影情報を表示
している液晶表示部を消灯したときに、撮影者が不用意にシャッター秒時や絞り値などの
設定値を変更するボタンやダイヤルに触れてしまうことが考えられる。この場合には、意
図せずシャッター秒時や絞り値などの設定値が変更されてしまい、しかも設定値が変更さ
れていることに気付かない可能性が高い。
【０００６】
　本発明は、撮影情報を表示している表示部を消灯したときに、撮影者が不用意にシャッ
ター秒時や絞り値などの設定値を変更するボタンやダイヤルに触れたとしても、撮影条件
が変更されることがない撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成させるために、本発明の撮像装置は、第１の操作部材の操作によって
撮影条件を設定する撮影条件設定部と、前記撮影条件設定部によって設定された撮影条件
を表示する表示部と、第２の操作部材の操作に応じて前記表示部にて前記撮影条件の表示
を行うかどうかを制御する第１の表示制御部と、撮影者がファインダーに接近したことを
検知する接近検知部と、前記接近検出部からの出力に応じて前記表示部にて前記撮影条件
の表示を行うかどうかを制御する第２の表示制御部と、前記撮影条件設定部を制御する制
御部と、を有し、前記第１の表示制御部によって、前記撮影条件の表示を行わないように
前記表示部が制御されるときに、前記制御部は、前記撮影条件の表示を行わないように前
記表示部が制御された状態で、前記第１の操作部材が操作されても前記撮影条件の設定動
作を行わないように、前記撮影条件設定部を制御し、前記第２の表示制御部によって、前
記撮影条件の表示を行わないように前記表示部が制御されるときに、前記制御部は、前記
撮影条件の表示を行わないように前記表示部が制御された状態で、前記第１の操作部材が
操作に基づいて前記撮影条件の設定動作を行うように、前記撮影条件設定部を制御するこ
とを特徴とする。
【００１０】
　本発明の撮像装置は、第１の操作部材の操作によって撮影条件を設定する撮影条件設定
部と、前記撮影条件設定部によって設定された撮影条件を表示する表示部と、第２の操作
部材の操作に応じて前記表示部を点灯または消灯制御する第１の表示制御部と、撮影者が
ファインダーに接近したことを検知する接近検知部と、前記接近検出部からの出力に応じ
て前記表示部を点灯または消灯制御する第２の表示制御部と、前記撮影条件設定部を制御
する制御部と、を有し、前記第１の表示制御部によって、前記表示部が消灯制御されると
きに、前記制御部は、前記表示部が消灯制御が制御された状態で、前記第１の操作部材が
操作されても前記撮影条件の設定動作を行わないように、前記撮影条件設定部を制御し、
前記第２の表示制御部によって、前記表示部が消灯制御されるときに、前記制御部は、前
記表示部が消灯制御が制御された状態で、前記第１の操作部材が操作に基づいて前記撮影
条件の設定動作を行うように、前記撮影条件設定部を制御することを特徴とする。
【発明の効果】
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【００１３】
　本発明によって、撮影者が確認することができない状態で撮影条件が変更されることが
ないので、使い勝手の良い撮像装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　（第１の実施の形態）
　以下、図面を参照して本発明の第１の実施の形態である一眼レフデジタルカメラを説明
する。
【００１５】
　図１において、１００はカメラボディである。
【００１６】
　１２は撮像素子１３への露光量を制御するためのシャッター、１３は光学像を電気信号
に変換する撮像素子である。レンズ３１０に入射した光線は、一眼レフ方式によって、絞
り３１２、レンズマウント３０６及び１０６、ミラー１３０、シャッター１２を介して導
き、光学像として撮像素子１３上に結像することが出来る。
【００１７】
　１６は撮像素子１３のアナログ信号出力をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器である
。１８は撮像素子１３、Ａ／Ｄ変換器１６、Ｄ／Ａ変換器２６にクロック信号や制御信号
を供給するタイミング発生回路であり、メモリ制御回路２２及びシステム制御回路５０に
より制御される。２０は画像処理回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータ或いはメモ
リ制御回路２２からのデータに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。
【００１８】
　また、画像処理回路２０においては、必要に応じて、撮像した画像データを用いて所定
の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてシステム制御回路５０がシャッター制御
手段４０、測距制御手段４２に対して制御を行う、ＴＴＬ（Ｔｈｒｏｕｇｈ　Ｔｈｅ　Ｌ
ｅｎｓ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＥＦ（フラッシ
ュ調光）処理を行うことが出来る。
【００１９】
　さらに、画像処理回路２０においては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を
行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理
も行っている。
【００２０】
　なお、本実施例においては、測距手段４２及び測光手段４６を専用に備える構成とした
ため、測距手段４２及び測光手段４６を用いてＡＦ処理、ＡＥ処理、ＥＦ処理の各処理を
行い、上記画像処理回路２０を用いたＡＦ処理、ＡＥ処理、ＥＦ処理の各処理を行わない
構成としても良い。或いは、測距手段４２及び測光手段４６を用いてＡＦ処理、ＡＥ処理
、ＥＦ処理の各処理を行い、さらに、上記画像処理回路２０を用いたＡＦ処理、ＡＥ処理
、ＥＦ処理の各処理を行う構成としても良い。
【００２１】
　２２はメモリ制御回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理
回路２０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０、圧縮・伸長回路３２を
制御する。Ａ／Ｄ変換器１６のデータが画像処理回路２０、メモリ制御回路２２を介して
、或いはＡ／Ｄ変換器１６のデータが直接メモリ制御回路２２を介して、画像表示メモリ
２４或いはメモリ３０に書き込まれる。
【００２２】
　２４は画像表示メモリ、２６はＤ／Ａ変換器、２８はＴＦＴ、ＬＣＤ等から成る画像表
示部であり、画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データはＤ／Ａ変換器２６
を介して画像表示部２８により表示される。
【００２３】
　３０は撮影した静止画像を格納するためのメモリであり、所定枚数の静止画像を格納す
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るのに十分な記憶量を備えている。これにより、複数枚の静止画像を連続して撮影する連
写撮影の場合にも、高速かつ大量の画像書き込みをメモリ３０に対して行うことが可能と
なる。また、メモリ３０はシステム制御回路５０の作業領域としても使用することが可能
である。
【００２４】
　３２は適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）等により画像データを圧縮伸長する圧縮・伸
長回路であり、メモリ３０に格納された画像を読み込んで圧縮処理或いは伸長処理を行い
、処理を終えたデータをメモリ３０に書き込む。
【００２５】
　４０は測光手段４６からの測光情報に基づいて、絞り３１２を制御する絞り制御手段３
４０と連携しながら、シャッター１２を制御するシャッター制御手段である。
【００２６】
　４２はＡＦ処理を行うための測距手段であり、レンズ３１０に入射した光線を、一眼レ
フ方式によって、絞り３１２、レンズマウント３０６及び１０６、ミラー１３０そして不
図示の測距用サブミラーを介して、測距手段４２に入射させることにより、光学像として
結像された画像の合焦状態を測定することが出来る。
【００２７】
　４６はＡＥ処理を行うための測光手段であり、レンズ３１０に入射した光線を、一眼レ
フ方式によって、絞り３１２、レンズマウント３０６及び１０６、ミラー１３０及び１３
２そして不図示の測光用レンズを介して、測光手段４６に入射させることにより、光学像
として結像された画像の露出状態を測定することが出来る。また、測光手段４６は、フラ
ッシュ４８と連携することによりＥＦ処理機能も有するものである。
【００２８】
　４８はフラッシュであり、ＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機能も有する。さら
に、測距手段４２による測定結果と、撮像素子１３によって撮像した画像データを画像処
理回路２０によって演算した演算結果とを共に用いてＡＦ制御を行っても構わない。そし
て、測光手段４６による測定結果と、撮像素子１３によって撮像した画像データを画像処
理回路２０によって演算した演算結果とを共に用いて露出制御を行っても構わない。
【００２９】
　４７は光学ファインダー１０４の接眼レンズ近傍に配置される接眼検知ユニットであり
、接眼状態にあるかどうか、つまり、撮影者が光学ファインダー１０４を使用しているか
どうかを検知する検知手段として機能するものである。一対の発光素子と受光素子を備え
、発光素子の出力するパルス光を撮影者の眼、もしくは顔で反射させ、受光素子で受光す
ることで接眼状態を検知する構成などが考えられるが、具体的な回路構成を限定するもの
ではない。また検出方法に関しても特に限定するものではない。
【００３０】
　５０は画像処理装置１００全体を制御するシステム制御回路、５２はシステム制御回路
５０の動作用の定数、変数、プログラム等を記憶するメモリである。システム制御回路５
０はプログラムの実行に応じて、文字、画像等を用いて動作状態やメッセージ等を画像表
示部２８や光学ファインダー１０４内に設置されているファインダー内表示部５４に表示
する。
【００３１】
　画像表示部２８に表示するものとしては、例えば、単写／連写撮影表示、セルフタイマ
ー表示、圧縮率表示、記録画素数表示、記録枚数表示、残撮影可能枚数表示、シャッター
スピード表示、絞り値表示、露出補正表示、調光補正表示、外部ストロボ発光量表示、赤
目緩和表示、ブザー設定表示、電池残量表示、エラー表示、複数桁の数字による情報表示
、記録媒体２００及び２１０の着脱状態表示、レンズユニット３００の着脱状態表示、通
信Ｉ／Ｆ動作表示、日付・時刻表示、外部コンピュータとの接続状態を示す表示、等があ
る。
【００３２】



(6) JP 4971718 B2 2012.7.11

10

20

30

40

50

　また、光学ファインダー１０４内のファインダー内表示部５４に表示するものとしては
、例えば、合焦表示、撮影準備完了表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、フラッ
シュ充電完了表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示、記録媒体書き
込み動作表示、等がある。
【００３３】
　５６は電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ等が用い
られる。６０、６２、６４、６６、６８及び７０は、システム制御回路５０の各種の動作
指示を入力するための操作手段であり、スイッチやダイアル等の単数或いは複数の組み合
わせで構成される。
【００３４】
　ここで、これらの操作手段の具体的な説明を行う。６０はモードダイアルスイッチで、
自動撮影モード、プログラム撮影モード、シャッター速度優先撮影モード、絞り優先撮影
モード、マニュアル撮影モード、焦点深度優先（ＤＥＰ）撮影モード、ポートレート撮影
モード、風景撮影モード、接写撮影モード、スポーツ撮影モード、夜景撮影モード等の各
機能撮影モードを切り替え設定することが出来る。
【００３５】
　６２はシャッタースイッチＳＷ１で、不図示のシャッターボタンの操作途中でＯＮとな
り、ＡＦ処理、ＡＥ処理、ＡＷＢ処理、ＥＦ処理等の動作開始を指示する。６４はシャッ
タースイッチＳＷ２で、不図示のシャッターボタンの操作完了でＯＮとなり、撮像素子１
３から読み出した信号をＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御回路２２を介してメモリ３０に画
像データを書き込む露光処理、画像処理回路２０やメモリ制御回路２２での演算を用いた
現像処理、メモリ３０から画像データを読み出し、圧縮・伸長回路３２で圧縮を行い、記
録媒体２００或いは２１０に画像データを書き込む記録処理という一連の処理の動作開始
を指示する。
【００３６】
　６６は再生スイッチで、撮影モード状態において、撮影した画像をメモリ３０或いは記
録媒体２００或いは２１０から読み出して画像表示部２８によって表示する再生動作の開
始を指示する。
【００３７】
　６８は画像表示部２８を点灯するか消灯するかの設定を行う表示制御スイッチである。
【００３８】
　７０は各種ボタンやタッチパネル等からなる操作部で、メニューボタン、セットボタン
、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン、単写／連写／セルフタイマー
切り替えボタン、メニュー移動＋（プラス）ボタン、メニュー移動－（マイナス）ボタン
、再生画像移動＋（プラス）ボタン、再生画像－（マイナス）ボタン、撮影画質選択ボタ
ン、露出補正ボタン、調光補正ボタン、外部ストロボ発光量設定ボタン、日付／時間設定
ボタン、撮影直後に撮影した画像データを自動再生するクイックレビュー機能を設定する
クイックレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチ、画像のＪ圧縮率を選択するための圧縮モードス
イッチ、再生モード、マルチ画面再生・消去モード、ＰＣ接続モード等の各機能モードを
設定することが出来る再生スイッチ、ＡＦモード設定スイッチ等がある。また、上記プラ
スボタン及びマイナスボタンの各機能は、回転ダイアルスイッチを備えることによって、
より軽快に数値や機能を選択することが可能となる。
【００３９】
　７２は電源スイッチで、画像処理装置１００の電源オン、電源オフの各モードを切り替
え設定することが出来る。また、画像処理装置１００に接続されたレンズユニット３００
、外部ストロボ、記録媒体２００、２１０等の各種付属装置の電源オン、電源オフの設定
も合わせて切り替え設定することが出来る。
【００４０】
　８０は電源制御手段で、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切
り替えるスイッチ回路等により構成されており、電池の装着の有無、電池の種類、電池残
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量の検出を行い、検出結果及びシステム制御回路５０の指示に基づいてＤＣ－ＤＣコンバ
ータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体を含む各部へ供給する。
【００４１】
　８２はコネクタ、８６はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮｉＣｄ電池、Ｌ
ｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる電源手段である。
【００４２】
　９０及び９４はメモリカードやハードディスク等の記録媒体とのインタフェース、９２
及び９６はメモリカードやハードディスク等の記録媒体と接続を行うコネクタ、９８はコ
ネクタ９２及び或いは９６に記録媒体２００或いは２１０が装着されているか否かを検知
する記録媒体着脱検知手段である。
【００４３】
　なお、本実施例では記録媒体を取り付けるインターフェース及びコネクタを２系統持つ
ものとして説明している。もちろん、記録媒体を取り付けるインターフェース及びコネク
タは、単数或いは複数、いずれの系統数を備える構成としても構わない。また、異なる規
格のインターフェース及びコネクタを組み合わせて備える構成としても構わない。インタ
ーフェース及びコネクタとしては、ＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフラッシュ（
登録商標））カード等の規格に準拠したものを用いて構成して構わない。
【００４４】
　さらに、インターフェース９０及び９４、そしてコネクタ９２及び９６をＰＣＭＣＩＡ
カードやＣＦ（コンパクトフラッシュ（登録商標））カード等の規格に準拠したものを用
いて構成した場合、ＬＡＮカードやモデムカード、ＵＳＢカード、ＩＥＥＥ１３９４カー
ド、等の各種通信カードを接続することにより、他のコンピュータやプリンタ等の周辺機
器との間で画像データや画像データに付属した管理情報を転送し合うことが出来る。
【００４５】
　１０４は光学ファインダであり、レンズ３１０に入射した光線を、一眼レフ方式によっ
て、絞り３１２、レンズマウント３０６及び１０６、ミラー１３０及び１３２を介して導
き、光学像として結像表示することが出来る。これにより、画像表示部２８による電子フ
ァインダー機能を使用すること無しに、光学ファインダ１０４のみを用いて撮影を行うこ
とが可能である。また、光学ファインダー１０４内には、ファインダー内表示部５４が配
置される。したがって、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタース
ピード表示、絞り値表示、露出補正表示などを光学ファインダー内に表示することができ
る。
【００４６】
　１１２は、アクセサリシュー１１０を介して装着される、外部ストロボ装置である。
【００４７】
　１２０は、レンズマウント１０６内において、画像処理装置１００をレンズユニット３
００と接続するためのインターフェース、１２２は画像処理装置１００をレンズユニット
３００と電気的に接続するコネクタ、１２４はレンズマウント１０６及び或いはコネクタ
１２２にレンズユニット３００が装着されているか否かを検知するレンズ着脱検知手段で
ある。
【００４８】
　コネクタ１２２は、画像処理装置１００とレンズユニット３００との間で制御信号、状
態信号、データ信号等を伝え合うと共に、各種電圧の電流を供給する機能も備えている。
また、コネクタ１２２は電気通信のみならず、光通信、音声通信等を伝達する構成として
も良い。
【００４９】
　１３０、１３２はミラーで、レンズ３１０に入射した光線を、一眼レフ方式によって光
学ファインダ１０４に導くことが出来る。なお、ミラー１３２は、クイックリターンミラ
ーの構成としても、ハーフミラーの構成としても、どちらでも構わない。
【００５０】
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　２００はメモリカードやハードディスク等の記録媒体である。記録媒体２００は、半導
体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２０２、画像処理装置１００とのインタ
フェース２０４、画像処理装置１００と接続を行うコネクタ２０６を備えている。
【００５１】
　２１０はメモリカードやハードディスク等の記録媒体である。記録媒体２１０は、半導
体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２１２、画像処理装置１００とのインタ
フェース２１４、画像処理装置１００と接続を行うコネクタ２１６を備えている。
【００５２】
　３００は交換レンズタイプのレンズユニットである。３０６は、レンズユニット３００
を画像処理装置１００と機械的に結合するレンズマウントである。レンズマウント３０６
内には、レンズユニット３００を画像処理装置１００と電気的に接続する各種機能が含ま
れている。３１０は撮影レンズ、３１２は絞りである。３２０は、レンズマウント３０６
内において、レンズユニット３００を画像処理装置１００と接続するためのインタフェー
ス、３２２はレンズユニット３００を画像処理装置１００と電気的に接続するコネクタで
ある。
【００５３】
　コネクタ３２２は、画像処理装置１００とレンズユニット３００との間で制御信号、状
態信号、データ信号等を伝え合うと共に、各種電圧の電流を供給される或いは供給する機
能も備えている。また、コネクタ３２２は電気通信のみならず、光通信、音声通信等を伝
達する構成としても良い。
【００５４】
　３４０は測光手段４６からの測光情報に基づいて、シャッター１２を制御するシャッタ
ー制御手段４０と連携しながら、絞り３１２を制御する絞り制御手段である。
【００５５】
　３４２は撮影レンズ３１０のフォーカシングを制御する測距制御手段、３４４は撮影レ
ンズ３１０のズーミングを制御するズーム制御手段である。
【００５６】
　３５０はレンズユニット３００全体を制御するレンズシステム制御回路である。レンズ
システム制御回路３５０は、動作用の定数、変数、プログラム等を記憶するメモリやレン
ズユニット３００固有の番号等の識別情報、管理情報、開放絞り値や最小絞り値、焦点距
離等の機能情報、現在や過去の各設定値などを保持する不揮発メモリの機能も備えている
。
【００５７】
　ここで、画像表示部２８およびファインダー内表示部５４の表示内容と、接眼検知ユニ
ット４７および表示制御スイッチ６８の状態との関係について説明する。画像表示部２８
およびファインダー内表示部５４の設定情報表示の表示例を図２に示す。また、図３は、
接眼検知ユニット４７の状態、表示制御スイッチ６８の操作、再生スイッチ６６の操作に
よる画像表示部２８の表示状態遷移を説明する図である。前述のように画像表示部２８に
は撮影画像や各種情報表示が表示可能になっている。通常の撮影待機状態では画像表示部
２８にはシャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示などの設定値情報が表示さ
れている。この状態で再生スイッチ６６が操作された場合には、画像表示部２８は設定情
報表示を取りやめて記録画像を表示する。画像表示部２８に記録画像が表示されている状
態で、再び再生スイッチ６６が操作されると、もとの設定情報表示にもどる。
【００５８】
　一方、撮影レスポンスを落とすことなく、電力消費を抑えたい場合など、電源スイッチ
７２で画像処理装置の電源を切ることなく、画像表示部２８の設定情報表示を消灯したい
場合は、表示制御スイッチ６８を操作することで画像表示部２８の設定情報表示を消灯す
ることが出来る。消灯している状態で再び表示制御スイッチ６８を操作すると、画像表示
部２８が点灯して、もとの設定情報表示に戻る。
【００５９】
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　また、画像表示部２８に設定情報を表示している場合に、撮影者が光学ファインダー１
０４を覗いていることを接眼検知ユニット４７が接眼を検出した場合には、撮影の邪魔に
ならぬよう画像表示部２８の表示を消灯する。撮影者が光学ファインダー１０４を覗くの
をやめると、接眼検知ユニット４７が接眼を検出しなくなり、画像表示部２８の表示を点
灯する。ここでは画像表示部２８を消灯する例を説明しているが、画像表示部２８にバッ
クライトが備えられている場合には、バックライトのみを消灯もしくは輝度を落とすよう
制御しても良い。
【００６０】
　また、６２のシャッタースイッチＳＷ１が操作され測光が開始されると、画像表示部２
８の設定情報表示に測光結果が反映される。このとき光学ファインダー１０４内のファイ
ンダー内表示部５４にも測光結果の情報が表示される。通常、測光していない場合はファ
インダー内表示部５４は消灯している。
【００６１】
　図４は、表示制御スイッチ６８、接眼検知４７、測光の各種状態と、画像表示部２８お
よびファインダー内表示部５４の表示状態、シャッタースピード、絞り値、露出補正値な
どに代表される各種設定操作の受付状態を示す表である。
【００６２】
　操作部７０によりシャッタースピード、絞り値、露出補正値の変更操作がなされた場合
に、表示制御スイッチ６８により画像表示部２８が消灯されている場合のみ、設定変更操
作を受け付けないよう動作する。
【００６３】
　この動作を示すフローチャートを図５に示す。ステップＳ５００で設定操作を受け付け
るとステップＳ５０１に進み、表示制御スイッチ６８により画像表示部２８が消灯されて
いるかどうかを判断する。ステップＳ５０１で表示制御スイッチ６８により画像表示部２
８が消灯されていないと判断されれば、ステップＳ５０２で設定値の変更をおこなう。
【００６４】
　ステップＳ５０１で表示制御スイッチ６８により画像表示部２８が消灯されていると判
断されれば、ステップＳ５０３へ進みファインダー内表示部５４が点灯されているか否か
の判定を行う。ステップＳ５０３でファインダー内表示部５４が点灯中であると判断され
ればステップＳ５０２へ進み設定値の変更をおこなう。ステップＳ５０３で点灯中でない
と判断されれば設定値の変更はおこなわない。
【００６５】
　図６はファインダー内表示部５４の表示制御を表すフローチャートである。ステップＳ
６００で６２のシャッタースイッチＳＷ１操作を検出するとステップＳ６０１へ進む。
【００６６】
　ステップＳ６０１では測光、測距動作を開始する。ステップＳ６０２ではファインダー
内表示部５４を点灯し、測光中の表示を開始する。ステップＳ６０３へ進みシャッタース
イッチＳＷ２を検出するとステップＳ６０４へ進みファインダー内表示部５４を消灯し、
ステップＳ６０５のレリーズ処理に移る。
【００６７】
　ステップＳ６０３でシャッタースイッチＳＷ２を検出しなかった場合はステップＳ６０
６に進みシャッタースイッチＳＷ１のオフを判定する。ステップＳ６０６でシャッタース
イッチＳＷ１のオフを判定した場合はステップＳ６０７で測距動作を停止する。ステップ
Ｓ６０８へ進み測光タイマの計測を開始する。
【００６８】
　ステップ６０６でシャッタースイッチＳＷ１のオフを検出しなかった場合はステップ６
０３へもどる。ステップ６０８で測光タイマの計測を開始した後は、ステップ６０９で測
光タイマの計測が完了するか、ステップ６１０で再びシャッタースイッチＳＷ１オンが検
出されるまでステップ６０９から６１０を繰り返す。
【００６９】
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　ステップ６０９で測光タイマの計測が完了した場合にはステップ６１１へ進みファイン
ダー内表示部５４を消灯し、ステップ６１２で測光動作を終了する。ステップ６１０で再
びシャッタースイッチＳＷ１オンされた場合にはステップ６０１へ戻る。
【００７０】
　以上の動作により測光中はファインダー内表示部５４に設定情報および測光情報が表示
され、測光停止時にはファインダー内表示部５４が消灯される。
【００７１】
　このように動作させることにより、撮影者が意図して行った設定値変更操作は受け付け
るようにし、意図せず行ったと思われる設定値変更操作は受け付けないようにし、誤操作
を防止することが出来る。
【００７２】
　本実施形態では表示制御スイッチもしくは接眼検知によって設定情報表示を消灯する例
を示したが、消灯条件に関しては特に限定するものではない。表示部が点灯していても設
定情報表示がされていなければ、従来の問題を解決していることにはならない。したがっ
て、表示部そのもののは点灯消灯ではなく、設定情報表示を表示しているかどうかであっ
ても同様である。
【００７３】
　また条件は２つに限定されるものでもなく複数の条件により設定情報表示が消灯する構
成で、その条件の組み合わせにより設定変更操作の受付可否を判定するよう構成しても構
わない。また、設定変更操作の対象はシャッタースピード、絞り値、露出補正値に限定さ
れるものではない。
【００７４】
　本実施形態のカメラは、各種設定値などの撮影情報や撮像データを表示する液晶表示部
を操作部材の操作によって消灯する場合と、カメラが状態を判断して消灯する場合がある
。そして、操作部材の操作によって消灯された場合には撮影条件などの設定変更を禁止し
ている。これによって、撮影者の不用意な操作による設定値変更を防止している。例えば
、接眼検知によりカメラ背面の液晶表示部を消灯した場合にはシャッター秒時、絞り値、
露出補正値などの設定変更操作の受付は許可し続ける。しかし、背面液晶表示消灯のため
の操作部材の操作により背面液晶表示を消灯している場合はシャッター秒時、絞り値、露
出補正値などの設定変更操作の受付を禁止する。これにより、撮影者が意図して行った設
定値変更操作は受け付けるようにし、意図せず行ったと思われる設定値変更操作は受け付
けないようにし、誤操作を防止することが出来る。
【００７５】
　なお、接眼検知ユニット４７が機能していない場合には、画像表示部２８の状態に関係
なく、ファインダー内表示部５４にて情報表示がなされている場合にのみ、前記設定操作
の受付を許可するよう構成しても良い。
【００７６】
　（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態である一眼レフデジタルカメラについて説明する。全体
の構成は図１にて説明したものと同様であるので、説明を省略する。
【００７７】
　図７は画像表示部２８が消灯状態である場合に、設定変更操作がおこなわれた場合のフ
ローチャートである。
【００７８】
　ステップＳ７０１で操作部７０によりシャッタースピード、絞り値、露出補正値の変更
操作が検出されるとステップＳ７０２へ進み接眼検知結果を確認する。ステップＳ７０２
で撮影者がファインダーを覗いていることが確認されるとステップＳ７０３へ進み、ファ
インダー内表示部５４の表示状態を判定する。
【００７９】
　ステップＳ７０３でファインダー内表示部５４が既に点灯状態であればステップＳ７０
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９へ進み、消灯状態であればステップＳ７０４へ進みファインダー内表示部５４を点灯し
設定操作による設定値変更結果を表示するための準備をおこなう。
【００８０】
　その後ステップＳ７０５へ進み表示消灯タイマを開始する。ステップＳ７０２で撮影者
がファインダーを覗いていないと判断した場合は、ステップＳ７０６へ進み、表示制御ス
イッチ６８により画像表示部２８が消灯されているかどうか判定する。表示制御スイッチ
６８により画像表示部２８が消灯されている場合にはステップＳ７０７へ進み画像表示部
２８を点灯し、設定操作による設定値変更結果を表示するための準備をおこなう。
【００８１】
　その後ステップＳ７０８へ進み表示消灯タイマを開始する。ステップＳ７０６で画像表
示部２８が既に点灯していた場合にはそのままステップＳ７０９へ進む。ステップＳ７０
９ではステップＳ７０１で検出した設定値変更操作を確定し、設定値の変更をおこなう。
【００８２】
　ステップＳ７１０では表示消灯タイマが開始されていればステップＳ７１１へ進み、ス
テップＳ７１１ではタイマ終了を待って、ステップＳ７０４もしくはステップＳ７０７で
点灯した表示部を消灯する。
【００８３】
　以上の動作により、撮影者が省電力のため画像表示部の表示もしくはバックライトを消
灯していたり、撮影者が光学ファインダーを覗いているために画像処理装置背面の画像表
示部の表示もしくはバックライトが邪魔にならないよう自動的に消灯しているような場合
に、省電力設定を無効にしたり、突然背面表示部の表示が点灯して撮影者の邪魔になるこ
となく、設定操作の操作性を向上することが出来る。また、不用意な操作による誤設定が
なされた場合にも、撮影者が誤操作に気付くことができる。
【００８４】
　本実施形態では、接眼検知もしくは表示制御スイッチにより画像表示部が消灯している
場合の例を示したが、画像表示部の消灯条件や条件の数に関しては特に限定するものでは
なく、第３、第４の消灯条件を設けて、設定操作がなされた場合にそれぞれの消灯条件に
応じて画像表示部を点灯させるかどうか判断すればよい。
【００８５】
　本実施形態のカメラは、シャッター秒時、絞り値、露出補正値などの設定操作を受け付
けると、撮影者が接眼してるかどうかを検知する。このとき撮影者が接眼している場合に
は、ファインダー内表示部５４を所定時間表示し、撮影者が接眼していない場合には、画
像表示部２８を所定時間表示する。これにより、もし誤って操作した場合に、撮影者自ら
がご操作に気付くことが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】一眼レフデジタルカメラのブロック図である。
【図２】画像表示部２８およびファインダー内表示部５４の表示を説明する図である。
【図３】画像表示部２８の表示状態遷移を説明する図である。
【図４】画像表示部２８およびファインダー内表示部５４の表示状態と設定操作の受付を
説明する表である。
【図５】設定値変更操作に関するフローチャートである。
【図６】ファインダー内情報表示に関するフローチャートである。
【図７】設定値変更操作時の表示操作に関するフローチャートである。
【符号の説明】
【００８７】
　２８　画像表示部
　４７　接眼検知ユニット
　５０　システム制御部
　５４　ファインダー内表示部
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　６８　表示制御スイッチ
　７０　操作部
　１０４　光学ファインダ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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